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こ
の
た
び
南
丹
市
農
業
委
員
会
の
初
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
会
長
職
を
務
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

力
不
足
な
面
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
賜
っ

た
職
務
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
心
に
誓
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
農
業
事
情
は
大
変

厳
し
い
も
の
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
担
い
手

の
不
足
や
獣
害
に
よ
る
耕
作
意
欲
の
減
退
な
ど

に
よ
り
不
耕
作
地
も
増
加
し
、
地
域
に
よ
っ
て

は
３
年
先
、
５
年
先
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
地
域
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
地
域
の
農
業
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
、
農
業
委
員
19
名
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
29
名
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長
の
職
務
と
し
て
各
委
員
が
地
域
で
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
会
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

委 員 の 役 割

農業委員
●農地の賃借、売買の許可、決定等

●農地転用許可への意見、届出の受理

●現地での調査、指導及び監視業務　など

　農地法等に基づく業務を行います。

●農地の適正利用の確保に向けた現地活動
●担い手への農地集積、集約化
●農地の貸し手、借り手の掘り起しやマッチング活動
●新規参入者への支援活動　など
　担当する地域で活動を行います。

●耕作放棄地の発生防止、解消
●農業者年金の加入推進
●全国農業新聞の普及推進　など

●農地を売買したい。　　　●農地を農地以外に転用したい。

●新しく農業を始めたい。　●農地の借り手を探してほしい。など

連携

※農業者年金や全国農業新聞についても地元の委員もしくは、農業委員会事務局までお問合せください。
次ページから紹介する地元の委員にお問合せ・ご相談ください！

農地利用最適化推進委員

共通業務

農
業
委
員
会

で
の
手
続
き

令和3年7月から
農業委員19名農地利用最適化推進委員29名の

新体制がスタート！

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
　
長
　
上
田
　
純
二
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京
都
縦
貫
自
動
車
道

木住

南丹市役所南丹市役所

南丹市役所
日吉支所
南丹市役所
日吉支所

園部 IC

船岡駅船岡駅

日吉駅日吉駅

日吉ダム日吉ダム

世木ダム世木ダム

鍼灸大学前駅鍼灸大学前駅

胡麻駅胡麻駅

❹❼❽

❸❾

❷
❶

❺

❻

南丹市の 農業委員・
農地利用最適化推進委員 を
紹介します!

保
存
版

❻井
いのうえ
上　雅

まさあき
晶 ❼前

まえだ
田　利

としはる
治

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

❽和
わ だ
田　貴

たかし
士

❶湯
ゆあさ
浅　照

てるお
夫

（広報委員長）

❷大
おお
沢
さわ
　泰
やす
一
かず

❸吉
よしだ
田　正

まさみ
美

❹谷
たにぐち
口　定

さだみ
己 ❺吉

よしだ
田　陽

ようこ
子

❾吉
よしだ
田　　勝

まさる

日吉町出身委員

《2024年6月末まで保管してください》

名　前 住　所 担当地区 電話番号 部会
❶ 湯浅　照夫 日吉町生畑折ヤ谷26 殿田、田原（東雲）、中世木、生畑、木住、中、天若 72-0520 農政
❷ 大沢　泰一 日吉町田原向段26-1 四ツ谷、佐々江、田原（彰徳・興風・和田・新シ・片野） 080-1446-2899 農政
❸ 吉田　正美 日吉町志和賀清水1-1 保野田、志和賀 72-0868 農政
❹ 谷口　定己 日吉町上胡麻フチガ迫8 胡麻、上胡麻、畑郷 74-1046 広報
❺ 吉田　陽子 日吉町殿田前田46-5 殿田、田原（東雲）、中世木、生畑、木住、中、天若 72-0073 農政
❻ 井上　雅晶 日吉町四ッ谷釜ケ瀬4-1 四ッ谷、佐々江、田原（彰徳・興風・和田・新シ・片野） 73-0012 広報
❼ 前田　利治 日吉町上胡麻広野191 上胡麻、畑郷 74-0223 広報
❽ 和田　貴士 日吉町胡麻ミロク3 胡麻 74-0528 農政
❾ 吉田　　勝 日吉町保野田大迫12 保野田、志和賀 72-0123 農政
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京
都
縦
貫
自
動
車
道

京都美術工芸大学

八木駅八木駅

吉
富
駅

吉
富
駅

園
部
駅

園
部
駅

南丹市役所南丹市役所

南丹市役所
八木支所
南丹市役所
八木支所

園部 IC

船岡駅船岡駅

日吉ダム日吉ダム

京都縦貫
自動車道
京都縦貫
自動車道

八木西 IC

八木中 IC

南丹 PA

八木東 IC

（会長職務代理）（農政副部会長）

奥
おくむら
村　成

しげかず
和

園部町出身委員

❸❾❷❼❽

❶❻

❹

❺

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 住　所 担当地区 電話番号 部会
❶ 野中　　好 園部町城南町クゴ9 元町、小山東町、小山西町、城南町、栄町、美園町、小桜町、横田、黒田 62-0660 農政
❷ 杉森　義弥 園部町曽我谷中土井5 上木崎町、河原町、内林町、木崎町、瓜生野、熊崎、新堂、千妻、曽我谷 62-0409 広報
❸ 野村　　健 園部町越方水通シ24 船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方 62-3586 農政
❹ 田　輝夫 園部町口司藤木谷8 竹井、仁江、船阪、大西、宍人、半田、口人、口司 62-0798 農政
❺ 奥村　善晴 園部町埴生山本27 殿谷、埴生、南大谷、若森、天引、南八田、法京、大河内 65-0210 農政
❻ 森　　爲次 園部町黒田東片山12 元町、小山東町、小山西町、城南町、栄町、美園町、小桜町、横田、黒田 62-3215 農政
❼ 内藤　政博 園部町新堂里ノ内32 瓜生野、熊崎、新堂、千妻、曽我谷 62-0946 広報
❽ 寺尾　義延 園部町内林町東畑17 上木崎町、河原町、内林町、木崎町 62-4633 広報
❾ 内藤　　彰 園部町船岡明石1 船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方 63-0065 広報

辻田　榮治 園部町竹井辻田垣内2 竹井、仁江 62-1931 広報
関　　隆宏 園部町船阪前河原64 船阪、大西、宍人 68-3739 農政
中 　一美 園部町口人石ケ坪48 半田、口人、口司 62-2186 農政
野々口善文 園部町大河内岡69 天引、南八田、法京、大河内 090-5166-3780 農政
奥村　成和 園部町若森門前町30 殿谷、埴生、南大谷、若森 65-0631 農政

❶野
のなか
中　　好

こう

❼内
ないとう
藤　政

まさひろ
博

❾内
ないとう
藤　　彰

あきら

中 　一
かずみ
美

❷杉
すぎもり
森　義

よしや
弥

❽寺
てらお
尾　義

よしのぶ
延

❸野
のむら
村　　健

たけし
❹ 田　輝

てるお
夫 ❺奥

おくむら
村　善

よしはる
晴

野
の の ぐ ち
々口善

よしふみ
文

辻
つじ た
田　榮

えいじ
治

❻森
もり
　　爲

ためつぐ
次

関
せき
　　隆

たかひろ
宏

にしだ

なかにし

（令和3年8月発行　No.45） 4



京
都
縦
貫
自
動
車
道

八木駅八木駅

吉
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八木町出身委員

❷

❾

❹

❶

❸❼❽

❺

❻

❶浅
あさだ
田　　均

ひとし

❻小
こばやかわ
早川健

けんいち
一

❷中
なかがわ
川　能

よしひで
季

❼齊
さいとう
藤　昌

まさ
久
ひさ

❸齊
さいとう
藤　延

のぶひさ
久

❽川
かわかつ
勝　　清

きよし

樋
ひぐ ち
口　眞

みちひろ
弘

❹松
まつもと
本　國

くにお
夫

（農政部会長） （広報副委員長）

❾向
むかい
　真

しんいちろう
一郎

橋
はしもと
本　治

はるき
樹

❺川
かわかつ
勝　芳

よしあき
明

今
いまにし
西　　滋

しげる

綿
わた い
井　幸

こうじ
二

波
は べ
部　尚

たかのり
徳

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 住　所 担当地区 電話番号 部会
❶ 浅田　　均 八木町日置東上里30 日置、刑部、北広瀬 080-5335-0719 農政
❷ 中川　能季 八木町氷所部々ノ木6 氷所、青戸、屋賀、北屋賀、西田、観音寺 42-4195 農政
❸ 齊藤　延久 八木町八木杉ノ前56 八木、柴山、鳥羽、玉ノ井、美里、室河原、木原、池ノ内、南広瀬、大藪、八木嶋 42-5883 農政
❹ 松本　國夫 八木町山室垣内48 船枝、山室、室橋、諸畑、野条、池上 42-3125 農政
❺ 川勝　芳明 八木町神吉西ノ庄59 神吉 44-0528 広報
❻ 小早川健一 八木町西田南條27 西田、刑部、北広瀬 42-3412 広報
❼ 齊藤　昌久 八木町観音寺山ノ下17 観音寺、日置、氷所 43-2024 農政
❽ 川勝　　清 八木町青戸西ノ辻9 屋賀、北屋賀、青戸 42-4111 広報
❾ 向　真一郎 八木町玉ノ井里ノ内16-1 玉ノ井、八木嶋、大薮、南広瀬 090-6971-7616 農政

今西　　滋 八木町木原上西67 池ノ内、木原、室河原、美里、鳥羽 42-3405 農政
波部　尚徳 八木町八木鹿草110 八木、柴山 42-2011 広報
樋口　眞弘 八木町諸畑西コウ36 諸畑、野条、池上 42-2790 農政
橋本　治樹 八木町室橋東垣内29 船枝、山室、室橋 42-2996 広報
綿井　幸二 八木町神吉東尾14-2 神吉 090-7497-1532 農政
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❾

❸❽

❶❻

❷

❼

❺

❶林
はやし
　　昭

あきお
男

❼三
みさき
﨑　正

まさこ
子

❻倉
くらうち
内　　裕

ゆたか

❷渡
わたべ
部　康

やすこ
子

❽藤
ふじわら
原　忠

ただし
司

❸梅
うめづ
津　義

よしあき
明

❾谷
たにもと
本みどり

❹上
うえだ
田　純

じゅんじ
二

（会　長）

南
なんじょう
條　勝

まさかず
和

❺長
ながの
野　　敏

さとし

野
のぐ ち
口　則

のりあき
彰

赤色／農業委員　　青色／農地利用最適化推進委員

名　前 住　所 担当地区 電話番号 部会
❶ 林　　昭男 美山町原サイミ7-2 原、板橋、宮脇、下吉田、長谷、島、上司、和泉、静原、鶴ケ岡、盛郷、福居、高野、豊郷 75-1085 農政
❷ 渡部　康子 美山町安掛上ノ滝46 又林、下平屋、上平屋、安掛、野添、長尾、深見、荒倉、内久保 090-7101-8448 農政
❸ 梅津　義明 美山町小渕中ノ元23 萱野、大野、三埜、肱谷、小渕、向山、樫原、音海 75-1223 広報
❹ 上田　純二 美山町鶴ケ岡溝ノ上16-2 会長職の為担当地域を持ちません 76-0003 農政
❺ 長野　　敏 美山町河内谷寺ノ下14 南、北、中、下、知見、河内谷、江和、田歌、芦生、白石、佐々里 77-0627 農政
❻ 倉内　　裕 美山町島英サ10-1・11合地 原、板橋、宮脇、下吉田、長谷、島、上司、和泉、静原 75-1190 広報
❼ 三﨑　正子 美山町内久保谷ノ下モ13 又林、下平屋、上平屋、安掛、野添、長尾、深見、荒倉、内久保 090-4039-2985 広報
❽ 藤原　忠司 美山町肱谷ヲク谷43 萱野、大野、三埜、肱谷、小渕、向山、樫原、音海 75-0500 広報
❾ 谷本みどり 美山町豊郷下谷9 福居、豊郷 76-0712 農政

南條　勝和 美山町鶴ケ岡滝尻24 鶴ケ岡、盛郷、高野 76-0682 農政
野口　則彰 美山町田歌野口33 南、北、中、下、知見、河内谷、江和、田歌、芦生、白石、佐々里 77-0206 農政
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農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総　　会 6日(月) 5日(火) 5日(金) 6日(月) 7日(金) 8日(火) 8日(火)
申請期日 １７日（金） ２０日（水） １９日（金） ２０日（月） ２０日（木） １８日（金） １８日（金）
現地確認 ２７日（月） ２５日（月） ２５日（木） ２４日（金） ２５日（火） ２５日（金） ２５日（金）

■ 田（水稲）の部 （単位：円/10アール、筆）
平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）データ数

市街化区域 園部・八木地域 − − − − 1

市街化区域外
園部・八木地域 7,200 13,800 2,600 30 165
日吉地域 5,000 7,000 3,000 6 79
美山地域 − − − 2 140

■ 畑の部 （単位：円/10アール、筆）
平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）データ数

市街化区域 園部・八木地域 − − − 0 0

市街化区域外
園部・八木地域 − − − 1 7
日吉地域 − − − 0 0
美山地域 − − − 0 0

開催日 主な会議・事業名
8月 30日(月) 荒廃農地等利用状況調査・農地パトロール（～９月３日）
10月 下旬 農地等利用最適化推進施策の改善に関する意見書提出

11月
18日(木) 管外視察研修（～19日）
26日(金) 農業委員会だより「なんたん」No.46発行

2月
中旬 農業者等との意見交換会

25日(金) 農業委員会だより「なんたん」No.47発行

令和２年１月から１２月までに締結（公告）された南丹市の賃借料水準（１０アールあたり）は下表のとお
りです。農地の賃貸借契約の際には、あくまで目安として活用してください。貸し手と借り手で十分に話し合
い、お互いが納得できる額で決定してください。

前号（No.44）5ページで紹介しました「畑郷家」におきまして、伊達菜実子さんがお一人で
はじめられたと受け取られるような表現をしておりましたが、正しくは、伊達菜実子さんと地
域の方とで作られた直売所です。
関係者のみなさまにはご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びいたします。

お 詫 び と 訂 正

農業委員会 活動計画表（予定）

農地の賃借料情報

（令和3年8月発行　No.45）7



に
登
っ
た
り
、
史
料
を
見

る
な
ど
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

４
月
に
は
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
住

民
が
調
査
を
も
と
に
城
の

由
来
に
つ
い
て
ま
と
め
看

板
を
設
置
し
た
り
、
か
つ

て
あ
っ
た
と
さ
れ
る
門
を

再
現
し
設
置
す
る
な
ど
の

取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
子
ど
も
も
含
め
た

約
40
人
が
参
加
し
、
木
の

処
理
や
枯
れ
葉
を
か
き
集

め
る
な
ど
の
清
掃
活
動
を

行
う
な
ど
地
域
の
方
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
組
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
取
材
：
梅
津
義
明
委
員
）

美
山
町
三
埜
で
は
室
町

時
代
の
１
４
３
０
年
ご
ろ

に
地
域
を
統
治
し
て
い
た

松
平
兵
部
石
見
守
が
築
い

た
と
さ
れ
る
「
松
山
城
」

を
地
域
お
こ
し
に
活
用
し

よ
う
と
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。「

松
山
城
」
は
、
旧
大

野
小
学
校
の
裏
山
一
帯

（
標
高
約
２
２
０
ｍ
）
に

築
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
現
在
で
も
遺

構
の
一
部
と
み
ら
れ
る
も

の
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

城
跡
の
調
査
に
は
地
元

住
民
ら
の
ほ
か
、
山
城
研

究
家
の
方
も
交
え
て
、
山

表紙は八木城跡からの一枚です。本丸跡からは豊かに広がる田園風景や桂川、八木の町並みを一望
することができます。麓にある八木西小学校では、今年も地元農家の協力のもとに農業体験学習が進
められています。（取材：廣瀬仁 委員　福嶋重樹 委員）

地域の食と農業の情報紙『なんたん』
自慢の農作物・地域の積極的な取り組み・地元野菜を食
べられる店など、すてきな情報をお待ちしております。
農業委員会事務局　電話：0771-68-0067

「
松
山
城
址
」（
美
山
町
三
埜
）

▲看板にはイラストとともに沿革
　などがまとめられています。

古
城
跡
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し

み
つ
の

　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、
楽しい、また興味深い取り組みがされています。
　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

ま
ち
か
ど
通
信

ま
ち
か
ど
通
信

ま
ち
か
ど
通
信

 

松
井
さ
ん
は
、
平
成
27
年
に
、
就
農
さ
れ
ま

し
た
。

 

普
段
は
美
山
で
仕
事
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

出
勤
前
や
退
勤
後
、
休
日
を
活
用
し
て
農
作
業

を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　農
業
を
は
じ
め
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
は
祖
母

が
管
理
し
て
き
た
農
地
や
山
を
自
身
の
手
で

守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
た
た
め
だ
そ
う
で

す
。　現

在
は
、
ア
ス
パ
ラ
、
黒
豆
、
シ
イ
タ
ケ
を

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
今
年
か
ら
は
、
水
稲
と
イ

チ
ジ
ク
の
栽
培
を
新
た
に
始
め
る
そ
う
で
す
。

　栽
培
し
た
作
物
は
、
道
の
駅
新
光
悦
村
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　農
業
を
は
じ
め
た
当
初
は
、十
分
な
機
械
も

な
く
、苦
労
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、地
域
の
方

か
ら
の
声
か
け
や
手
助
け
が
と

て
も
励
み
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
受
け
継
い
だ
農

地
を
守
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
の
担
い
手
不
足
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

（
取
材
：
吉
見
有
正
委
員
）

受
け
継
い
だ
農
地
を
守
っ
て
い
く

松井一也さん松井一也さん

まつまつ かずかず ややいい

（園部町曽我谷）
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